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［抄録］ 本稿では，はじめにCOUNTER（Counting Online Usage of NeTworked Elec-
tronic Resources）の設置の経緯と概要について簡単に説明する。続いて「雑誌およびデータ
ベース用実施コード（リリース2）」ならびに「図書および参考図書用実施コード（リリース
1）」の考え方，用語定義，利用レポートの種類について解説し，2007年5月現在の実施コー
ドの準拠ベンダーおよび準拠ベンダー数の推移を概観する。最後に横断検索や検索エンジンに
よる利用統計の過剰カウントやインターフェースの利用統計への影響等の課題と監査，利用フ
ァクター，SUSHIのような新しい動向について紹介する。
［キーワード］ COUNTER，電子情報資源，利用統計，実施コード，電子ジャーナル，デー
タベース，電子ブック
は じ め に
本稿では，COUNTERの設置の経緯，組織，
実施コードと準拠機関，活用例および課題と新し
い動向について説明する。
1. 経 緯 と 概 要???
1.1. 経 緯
1990年代後半からの電子ジャーナルの急速な
普及は，電子ジャーナルを提供する出版社やアグ
リゲータとともに，利用者である図書館にも大き
な問題を引き起こした。従来の冊子体の資料であ
れば，図書館内部で利用統計が取得できたが，電
子ジャーナルは外部の出版社やアグリゲータのサ
ーバにアクセスして利用するので出版社やアグリ
ゲータが提供する利用統計にかなりの部分を依存
せざるを得なくなった。また，出版社やアグリゲ
ータにとっては，提供する電子ジャーナル利用統
計の種類，内容，フォーマットへの図書館からの
要求が多様であり，一方，図書館にとっては，す
べての出版社から電子ジャーナルの利用統計が提
供されず，提供される利用統計が標準化されてい
ないため，信頼性の保証がなく，出版社を越えた
比較ができなかった。COUNTER（Counting
 
Online Usage of NeTworked Electronic
 
Resources)??は，このような背景の下に2002年
3月に設立された。COUNTERの主要な活動の
経緯を表1に示す。
1.2. 概 要
COUNTERは，様々なカテゴリー（例：電子
ジャーナル，データベース，電子ブック）のオン
ライン利用データの記録と交換を規定する国際的
に合意された実施コード（Code of Practice）を
開発することを目的としている。
COUNTERは英国の非営利法人COUNTER
 
Online Metricsが所有し，役員会（Board of
 
Directors）7名，執行委員会（Executive Com-
mittee）13名，国際諮問委員会（International
 
Advisory Board）40名以上が置かれている。現
在，Oxford University Pressの Richard Gedye
氏が役員会の議長を務め，COUNTERプロジェ
クトの責任者はPeter T.Shepherd氏である。日
本からは国際諮問委員会に千葉大学文学部土屋俊
教授と筆者が加わっている。
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会員は2007年4月現在で207（業界団体13，
図書館コンソーシアム58，図書館77，ベンダー
59）であり，日本からは国立大学図書館協会（図
書館コンソーシアム会員）とユサコ(株)（ベンダ
ー会員）が会員となっている。2007年の会員の
種類と会費は，出版社530ポンド（800ドル），
仲介業者530ポンド（800ドル），図書館265ポ
ンド（400ドル），図書館コンソーシアム355ポ
ンド（530ドル），業界団体265ポンド（400ド
ル），図書館賛助会員106ポンド（160ドル）で
ある。
2. COUNTER実施コード??
COUNTER実施コード（Code of Practice）
は，電子情報資源について信頼のできる一連の基
本的オンライン利用レポートをベンダーが提供で
きるようにすることを目的としている。実施コー
ドでは計測すべきデータ項目，データの定義，利
用レポートの内容・形式・頻度および配布方法，
直接利用と仲介業者を通した利用レポートを結合
する場合の手順が定められている。公表・適用さ
れている実施コードは，「電子ジャーナルおよび
データベース用実施コード」と「図書および参考
図書用実施コード」の2種類である。
2.1. 雑誌およびデータベース用実施コード
（リリース 2)??
雑誌およびデータベース用実施コード（Code
 
of Practice for Journals and Databases）はリリ
ース1が2003年1月から2005年12月まで適用
され，2005年4月に公表されたリリース2が
2006年1月から適用されている。実施コードで
は適用されるリリースは常に1つである。リリー
ス 2は 図 書 館 員 フ ォ ー カ ス グ ル ー プ や
COUNTER国際諮問委員会などからの意見に基
づいて開発された。リリース2には，ベンダーに
よる信頼できる基本的な利用レポートの提供が最
優先され，詳細な利用レポートの追加は見送られ
た。リリース1との主な変更点は，次のとおりで
ある。
･雑誌レポート1の修正。リリース1で提供され
たデータに加え，HTM およびPDFフルテキ
スト要求件数の総利用統計を別々に報告する。
･レポートの編集・統合を容易にするため，各レ
ポートの詳細な表示規則と一緒のExcelおよ
びCSVフォーマットで要求される利用レポー
トの実例を規定する。
･コンソーシアムレベルで提供される利用レポー
トの仕様を提供する。
･コンテンツを所有する出版社およびアクセスを
提供するアグリゲータ・ゲートウェイによるカ
ウントの重複を避けるためのプロトコル。仲介
アグリゲータあるいはゲートウェイが関与する
場合に利用の記録および報告に使用する。
･用語定義。本文中の用語定義は基本用語に限定
し，詳細な用語定義は付録Aに移す。
2.1.1. 用語定義
実施コードには利用レポート等で使用されるデ
ータ要素とその他の広範なリストが含まれてい
る。用語定義の作成にあたって，COUNTERは
NISO（National Information Standards Orga-
nization)，ISO（International Organization for
 
Standardization)，ARL（Association of
 
Research Libraries）等の機関が規定している既
存の定義をできるだけ使用した。COUNTERで
独自に定義した用語は，「ベンダー」「アグリゲー
タ」「サーチ」「アイテム要求」および「コンソー
COUNTERについて（加藤)
表 1 COUNTERの主要な活動の経緯
2000年9月 JISC，PALS，PAおよびALPSPが利用統計の作業グループを結成
2001年6月 国際討論フォーラムで実施コードの草案を検討
2002年3月 COUNTER設立
2003年1月 COP（Code of Practice）for Journals and Databases.Release1を公表
2003年8月 英国の非営利法人であるCOUNTER Online Metricsを設立
2005年4月 COP for Journals and Databases. Release2を公表
2006年3月 COP for Books and Reference Works.Release1を公表
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シアム会員」であった。COUNTERの網羅的な
用語定義は，他に類似のものがなく，有益な業界
情報資源であることが証明され，COUNTER以
外でもますます広範に利用されつつある。上記の
用語定義を以下に示す（末尾の［ ］内は用語番
号）。
･ベンダー（Vendor)：出版者または他のオンラ
イン情報プロバイダで，顧客との契約関係にあ
り，それによって顧客に使用許諾を行った所有
コンテンツを提供する。［3.1.1.9］
･アグリゲータ（Aggregator)：複数の出版者か
らのコンテンツを搭載し，コンテンツを直接顧
客に送付し，顧客がこのサービスに対して支払
いを行う，ベンダーの一種。［3.1.1.10］
･検索（Search)：特定の知的質問，通常オンラ
インサービスの検索式をサーバに送信すること
と同義。（EBSCOの定義を短縮）［3.1.2.8］
･要求アイテム数（Item Requests)：検索の結
果，利用者が要求するアイテム数。利用者の要
求にはアイテムの閲覧，ダウンロード，電子メ
ール送付，印刷などが含まれる。これらの行為
はブラウザでなくサーバで管理される。アクセ
ス拒否（Turnaways）も数える。（［3.1.5.4］
参照）［3.1.2.9］
･コンソーシアム参加機関（Consortium mem-
ber)：コンソーシアムの一部としてオンライン
情報資源へのアクセスをその利用者に獲得した
大学，病院その他の機関。コンソーシアム参加
機関はコンソーシアムに対する IPアドレス帯
域の一部として規定される。［3.3.4］
2.1.2. 利用レポートの種類
雑誌およびデータベースの利用レポートの種類
は7種類あり，レベル1およびレベル2のレポー
トに区分される。
･雑誌レポート1：月別および雑誌別の成功した
論文フルテキスト要求件数（レベル1)
･雑誌レポート2：月別および雑誌別のアクセス
拒否数（このレポートは利用者アクセスモデル
が最大同時ユーザ数を設定している場合にのみ
適用される）（レベル1)
･データベースレポート1：月別およびデータベ
ース別の総検索数および総セッション数（レベ
ル1)
･データベースレポート2：月別およびデータベ
ース別のアクセス拒否数（レベル1)
･データベースレポート3：月別およびサービス
別の合計検索数および合計セッション数（レベ
ル1)
･雑誌レポート1a：月別および雑誌別のアーカ
イブからの論文フルテキスト要求件数（レベル
2)
･雑誌レポート3：月別，雑誌別，およびページ
タイプ別の成功したアイテム要求とアクセス拒
否数（レベル2)
･雑誌レポート4：月別およびサービス別の総検
索実行数（レベル2）。
COUNTER準拠となるには，レベル1のレポ
ートのみが必要である。詳細なレベル2のレポー
トを提供するかどうかはベンダーの自由である。
レベル1の利用レポートの例を図1および図2
薬学図書館 52(３)，2007
図 1 雑誌レポート1：月別および雑誌別の成功した論文フルテキスト要求件数
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に示す。
2.1.3. 実施コードの準拠
実施コードに準拠するには2つの方法がある。
第1は，ベンダーが関連するすべてのライセンス
契約書にCOUNTER準拠利用統計の提供を規定
した条項を含むように顧客が促すことである。こ
の条項の標準的な文言は実施コードで提供されて
いる。第2は，利用レポートがCOUNTER準拠
を獲得するために，ベンダーがCOUNTER準拠
の 公 式 な 宣 言 に 署 名 す る こ と で あ る。
COUNTERのウェブサイトのベンダー登録簿
（the register of vendors）に掲載されたレポート
だけが，COUNTER準拠と見なされる。
また，利用リポートの送付は，次の基準に従う
ものとされている。
･レポートはCSVファイルか，マイクロソフト
社のExcelファイルか，マイクロソフト社の
Excelに簡単に取り込むことができるファイル
であること。
･レポートはパスワードで管理されたウェブサイ
トから入手できること（データが更新された場
合は，メールにより通知すること）。
･レポートは毎月提供されること。
･データは，報告期間の4週間以内に更新される
こと。
･前年のすべてのデータおよび当年の最新月まで
のデータが提供されること。
2.1.4 データ処理と監査
実施コードは，利用レポートで使用するデータ
処理の指針を，意図した利用のみが記録されるべ
きであり，利用者による意図しないすべての要求
は除去されるとしている。このため，10秒以内
のHTTPリンクに対するすべてのダブルクリッ
クは1件の要求のみとしてしか計算されない。
PDFリンクが含まれる場合は，PDFを表示する
のに時間がかかるのでこのフィルターは30秒に
設定される。
2.2. 図書および参考図書用実施コード（リリ
ース 1)??
?図書および参考図書用実施コード」は2005年
1月に草案が公表され，2005年12月までコメン
トを受け付けた。2006年1月にリリース1が公
表され，同年3月から適用されている。
2.2.1. 基本的な考え方
できる限り「雑誌およびデータベース用実施コ
ード」と新しい「図書および参考図書用実施コー
ド」に整合性を図っている。利用レポートの内容
が変更され，一連の用語定義が拡張されたのみで
ある。レポート送付，データ処理，監査および準
拠は，「雑誌および図書用実施コード」で既に規
定されたものと一致している。
大きな課題は，オンライン図書の定義，構造お
よび配布の方法について出版社間の整合性がない
ことであった。ある出版社は，オンライン図書の
全部を単一のファイルでダウンロードできるよう
にしている。他の出版社は，個別の章または辞書
の定義や化学構造のような記入項目をダウンロー
ドできるようにしている。そのため，実施コード
では両方のシナリオに対応している。
図 2 データベースレポート1：月別およびデータベース別のアクセス拒否数
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2.2.2. 用語定義
?雑誌およびデータベース用実施コード」と同
様に適切な既存の定義があれば採用し，情報源が
付記されている。新たに加えられた主な用語定義
は以下のとおりである。
･章（Chapter)：図書やあるカテゴリーの参考
図書の構成単位。通常，番号および標題があ
る。［3.1.1.11］
･記入項目（Entry)：あるカテゴリーの参考図
書の情報の記録（例：辞書の定義）［3.1.1.12］
･参考図書（Reference Work)：主題について
の権威のある情報源。質問に対する即座の回答
に使用される。［3.1.1.9］
･セクション（Section)：図書や参考図書の構成
単位（例：章，記入項目）［3.1.1.10］
2.2.3. 利用レポート
?図書および参考図書用実施コード」は一連の
6つの基本利用レポートを提供し，タイトル全体
およびタイトルの中のセクション（章，辞書の記
入項目）に対するフルテキスト要求を扱う。な
お，図書レポート4は草案の段階ではなかったも
のである。
これらのレポートは以下のとおり。
･図書レポート1：月別およびタイトル別の成功
したタイトルの要求件数
･図書レポート2：月別およびタイトル別の成功
したセクションの要求件数
･図書レポート3：月別およびタイトル別のアク
セス拒否件数
･図書レポート4：月別およびサービス別のアク
セス拒否件数
･図書レポート5：月別およびタイトル別の合計
検索数と合計セッション数
･図書レポート6：月別およびサービス別の合計
検索数と合計セッション数
上記のうち，図書レポート1は，図書全体のみ
図 3 図書レポート1：月別およびタイトル別の成功したタイトルの要求件数
図 4 図書レポート2：月別およびタイトル別の成功したセクションの要求件数
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がダウンロードでき，ベンダーによってそれ以上
に細かい区分でオンライン利用が監視できないタ
イトルを対象としている。図書レポート2は，タ
イトルの中の個々のセクションの利用をベンダー
が測定できるように意図している。「章」や「記
入項目」等のための個別レポートは用意されなか
った。図書レポート1および図書レポート2の例
をそれぞれ図3および図4に示す。
2.3. 準拠ベンダー??
2007年5月現在でCOUNTER実施コードに
準拠しているベンダーを表2に示す。「雑誌およ
びデータベース用実施コード」に準拠しているベ
ンダーは65社，「図書および参考図書用実施コー
ド」に準拠しているベンダーは6社である。日本
で は，J-S T A G E が 2006年 8月 末 か ら
COUNTER準拠利用レポートの配信を開始し
た??。2007年4月現在で9,000タイトルを超える
雑誌の利用統計がCOUNTER準拠となってい
る??。
表2-1に「雑誌およびデータベース用実施コー
ド（リリース2）に準拠しているベンダー」を，
表2-2に「図書および参考図書用実施コード（リ
表 2-1 雑誌およびデータベース用実施コード（リリース2）に準拠しているベンダー??
ベンダー JR1 JR2 DB1 DB 2 DB3 JR1a JR3 JR4
XMLでのレ
ポート提供
Allen Press ○ ○ ○ × × ×
American Academy of Periodontology ○ ○ ○ × ○
American Anthropological Association ○ ○ ○ × ○
American Association for the Advance
 
ment of Science
○ ○ ○ ○ ×
-
American Society for Biochemistry
 
and Molecular Biology
○ ○ ○ ○ ×
American Society for Bone and Min
 
eral Research
○ ○ ○ × ○
-
American Veterinary Medical Associa
 
tion
○ ○ ○ × ○
-
ACM Inc ○ × ○ ×
ACS Publications ○ ○ ○ ×
Annual Reviews ○ ○ ○ × ○
Ashley Publications ○ ○ ○ × ○
Atypon Systems ○ ○ ○ × ○
Bentham Science Publishers ○ × × ×
Blackwell Publishing ○ ○ ○ × ○
Cambridge University Press ○ × × ×
CFA Institute ○ ○ ○ × ○
Cold Spring Harbour Laboratory Press ○ ○ ○ × ○
Coremetrics SurfAid Analytics ○ ○ ○ ○
CSA ○ ○ ○ × × ○
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表 2-1 雑誌およびデータベース用実施コード（リリース2）に準拠しているベンダー（つづき)
ベンダー JR1 JR2 DB1 DB 2 DB3 JR1a JR3 JR4
XMLでのレ
ポート提供
Duke University Press ○ ○ ○ ×
East View Information Services ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
EBSCO Publishing ○ ○ ○ ○ × × ×
Elsevier Engineering Information ○ × × ×
Elsevier-Science Direct ○ ○ ○ × × ×
Elsevier-Scopus ○ ×
Emerald ○ ○ ○ × ○ ×
Future Drugs ○ ○ ○ × ○
Future Medicine ○ ○ ○ × ○
Greenwood Publishing Group ○ × × ×
HighWire Press ○ ○ ○ ○
Humana Press ○ ○ ○ × × ×
Informa ○ ○ × × ×
Informa Healthcare ○ ○ ○ ×
Institute of Electrical and Electronics
 
Engineers（IEEE）
○ ○ ○ ○ ×
Institute of Physics Publishing ○ ○ ○ ×
Japan Science&Technology Agency ○ × × ×
JSTOR ○ × × ×
Lawrence Erlbaum Associates ○ ○ ○ × ○
Mary Ann Liebert ○ ○ ○ × ○
MetaPress ○ × × ×
MIMAS ○ ○ ×
MIT Press ○ ○ ○ × ○
Micromedia ProQuest ○ ○ ○ ×
Monash University ePress ○ ○ ○ × ○
Morgan&Claypool Publishers ○ ○ ○ × ○
MPS Technologies ○ ○ ○ ○ ×
Nature Publishing  Group（includes
 
Palgrave Journals）
○ ○ ○ ×
NISC ○ ○ ○ ×
OCLC ○ ○ ○ ○ × × ×
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リース1）に準拠しているベンダー」の詳細を示
す。
また，雑誌およびデータベース用実施コードの
準拠ベンダー数の推移を図5に示す???。リリース
2の準拠は2006年1月から開始されたが，2006
年8月にはリリース2の準拠ベンダー数が47を
越えるほど急速に普及した。
3. COUNTER利用レポートの活用例
COUNTER利用レポートは個々の図書館のみ
ならず，全国的な調査に活用されている。英国の
2つの例を紹介する。
3.1. JISCによる全国調査???
英国の合同情報システム委員会（JISC:Joint
 
Information Systems Committee）は，2004年
5月から2005年3月にかけて高等教育機関の電
表 2-1 雑誌およびデータベース用実施コード（リリース2）に準拠しているベンダー（つづき)
ベンダー JR1 JR2 DB1 DB 2 DB3 JR1a JR3 JR4
XMLでのレ
ポート提供
Optimal iQ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Oxford University Press ○ × × ×
Peeters Publishers ○ ○ × × ×
Portland Press Ltd ○ ○ × ×
Project MUSE ○ ○ ○ ○ ×
ProQuest Information and Learning ○ ○ ○ ○ × ○
Royal Society of Chemistry ○ ○ ○ ×
S Karger AG ○ × × ×
Scitation-AIP Publishing Services ○ ○ ○ ○ ○ ○
Springer Verlag ○ × × ×
Symposium Journals ○ × × ○
Thieme Publishing Group ○ ○ × ×
Thomson Gale ○ ○ ○ ○ ×
Thomson Scientiﬁc（ISI Web of Knowl
 
edge）
○ ○ ○ ×
-
University of California Press ○ ○ ○ × ○
HW Wilson ○ ○ ○ ○ × × ×
○：提供，×：非提供
注 JR1＝雑誌レポート1：月別および雑誌別の成功した論文フルテキスト要求件数
JR2＝雑誌レポート2：月別および雑誌別のアクセス拒否数
DB1＝データベースレポート1：月別およびデータベース別の総検索数および総セッション数
DB2＝データベースレポート2：月別およびデータベース別のアクセス拒否数
DB3＝データベースレポート3：月別およびサービス別の合計検索数および合計セッション数
JR1a＝雑誌レポート1a：月別および雑誌別のアーカイブからの論文フルテキスト要求件数
JR3＝雑誌レポート3：月別，雑誌別，およびページタイプ別の成功したアイテム要求数とアクセス拒否数
JR4＝雑誌レポート4：月別およびサービス別の総検索実行数
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ニシアティブの枠組みの中で JISCが交渉した電
子ジャーナル契約から4つの出版社を選択し，17
の大学図書館の2003年と2004年上半期の利用デ
ータを分析した。これは JISCが交渉した電子ジ
ャーナルの「ビッグディール」の全国利用につい
て正確で最新のデータとともに将来行う全国電子
ジャーナル交渉における情報を提供することであ
った。この調査は利用データとして提供フルテキ
スト論文要求データ（COUNTERの雑誌レポー
ト1）を使用し，購読費用データは図書館から入
手した。主な結論は，2004年の上半期のフルテ
キスト・ダウンロード件数は2003年の上半期に
比べて42%増加した。調査対象となった図書館
ではダウンロード1件当たりの費用は ILLに比
べて低く，論文の一部売り（pay-per-view）に比
べて大幅に低い。利用が高い雑誌は比較的低い割
合の雑誌であった。
図 5 雑誌およびデータベース用実施コード準拠ベンダーの推移：2003年4月～
表 2-2 図書および参考図書用実施コード（リリース1）に準拠しているベンダー??
ベンダー BR1 BR2 BR3 BR4 BR5 BR6 XMLでのレポート提供
Blackwell
 
Publishing Ltd
○ ○ ○ ○
Greenwood
 
Publishing Group
○ ○ ○ ×
Informa ○ ○ ○ ×
MyiLibrary ○ ○ ○ ×
Thieme Medical
 
Publishers
○ ×
Xrefer ○ ○ ×
○：提供，×：非提供
注 BR1＝図書レポート1：月別およびタイトル別の成功したタイトル要求件数
BR2＝雑誌レポート2：月別およびタイトル別の成功したセクション要求件数
BR3＝月別およびタイトル別のアクセス拒否数
BR4＝月別およびサービス別のアクセス拒否数
BR5＝月別およびサービス別の合計検索数および合計セッション数
BR6＝月別およびサービス別の合計検索数および合計セッション数
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3.2. SCONULの統計???
2003年から2005年にかけて中央イングランド
大学（University of Central England）のエビデ
ンス・ベース（evidence base）が実施した「電
子尺度プロジェクト（e-measures project）」は，
25の大学図書館を対象とし，図書館の意志決定
と利用者支援に役立ち，電子情報サービス用の一
連の統計指標と尺度を開発し，SCONUL（Soci-
ety of College, National and University
 
Libraries）と共同で電子情報サービス用の標準
的な指標としてそれを高等教育図書館セクターで
テストし，修正し，展開することを目的としてい
た。
その結果，2003～04年度のSCONULへの報
告（SCONUL Return）には次のような利用関係
の「電子尺度」が含まれることになった。
･論文フルテキスト要求（Full-text  Article
 
Requests)
･電子ブックのアクセス数（E-book Accesses)
4. 課題と新しい動向
COUNTERの出現によって電子情報資源の利
用レポートの標準化が図られ，ベンダーが提供す
る利用レポートの相互比較が可能になった。ま
た，利用統計の品質改善により，信頼できる利用
データの共有が可能となった。さらに，用語の標
準化が行われ，デファクト・スタンダードとして
他方面でも活用されている。
一方，COUNTERベンダーが提供する利用レ
ポートを逆に制約している面があり，全ベンダー
が提供するのは雑誌レポート1（JR1）のみであ
る。また，電子ジャーナルの論文レベルの利用レ
ポート，バックファイルの利用レポート，大学の
学部等のレベルの利用レポートが提供されていな
い。
ここでは利用統計の過剰カウントやンターフェ
ースの影響等の課題と監査，利用ファクター，
SUSHIのような新しい動向について紹介する。
4.1. 横断検索や検索エンジンによる利用統計
の過剰カウント???
COUNTERは意図された利用を測定すること
を前提としている。しかしながら，最近の横断検
索（Federated Search）の利用やGoogleなどの
検索エンジンの検索効率のためのPrefetchingは
利用統計の過剰カウントを招いている。横断検索
の場合，1回のアクセス（visit）で多数のデータ
ベース検索（search）と多数のセッション（ses-
sion）が発生する。また，Googleなどの検索エ
ンジンではクローリングしている電子ジャーナル
のフルテキスト論文の検索を迅速に行うため，電
子ジャーナルのフルテキスト論文へのリンクが保
存されており，リンクされたページを利用者がク
リックするとフルテキスト論文要求とみなされ
る。ベンダーは横断検索による検索やセッション
を分離して扱う必要があるし，Prefetchingによ
るフルテキスト論文要求はHTTPのヘッダーで
識別可能なのでPrefetchingかどうかをシステム
が識別可能とすべきであろう。
4.2. 利用統計に対するインターフェースの影
響???
電子ジャーナルサービスによってはHTML論
文を経由しないとPDF論文へのアクセスができ
ないインターフェースを持つものがあり，また，
CrossRefのようにユーザを抄録ではなくフルテ
キスト論文にリンクする仕組みがあり，フルテキ
スト論文のダウンロード件数が人為的に膨張して
いるという指摘がある。このような利用統計につ
いてのインターフェースの影響とそれを是正する
ためのフィルターの開発，DOIのような一意の
論文識別子の実装に関するベンダーの慣行の評価
を行うためのCOUNTERフィルター・プロジェ
クトが2005年10月から2006年5月まで実施さ
れた。2006年5月に公表された報告書によると
理論的に複数のフォーマット（HTMLおよび
PDF）に起因する利用統計の過剰カウントは最
大30%であるがそれよりは少ないだろうとして
いる。
4.3. 監 査??
準拠ベンダーは，COUNTER準拠の状態を維
持するため，準拠後18カ月以内に監査を受け，
それ以降は毎年監査を受けなければならない。こ
のため，一連の監査指針およびテスト・スクリプ
トが雑誌およびデータベース用実施コードリリー
ス2の付録Eで公表されている。監査は，監査
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標準および手続き文書に含まれるテスト・スクリ
プトをオンラインで使用し，実行される。監査機
関は公認会計士（Chartered Accountant）か，
COUNTERが認可した機関のいずれかである。
このほど，英国のABCEがCOUNTERによる
最初に認可を受けた監査機関となった。ABCE
（ABC Electronic）はABC（Audit Bureau of
 
Circulations）傘下の非営利団体で150の会社の
ウェブサイトのトラフィックを監査し，1,400以
上のドメインを認証している。監査料金は初年度
が2,500ポンド（COUNTER会員は 250ポン
ド）で事前監査1.5人日，監査1.5人日を要し，
最大2,000万レコード，最大50レポート対象と
し，継続サポートを行う。次年度以降の監査料金
は1,500ポンドで検査対象は初年度と同様である
が，継続サポートは別料金（ABCEの通常料金）
となる。
4.4. 利用ファクター???
利用ファクター（UF:Usage Factor）は，英
国雑誌グループ（UKSG:UK Serials Group）
がインパクト・ファクター（IF）とは別の雑誌
の評価指標として検討中のものである。それは以
下の式で定義される。
利用ファクター＝
総利用数（特定期間におけるCOUNTERの JR1)
オンライン公開された総論文数（特定期間)???????????????????????
2006年10月から2007年4月にかけてUKSG
による29人の業界のオピニオンリーダーとのイ
ンタビュー（第1段階）と1,400人の著者および
155人の図書館員へのオンライン調査（第2段
階）が実施され，利用に基いた雑誌の価値等につ
いて定量的指標が支持を受けるか，UFは意味の
ある考え方か，UFは実装可能か，UFはオンラ
インジャーナルの品質と価値に新たな洞察をもた
らすかについて検討された。報告書が2007年5
月に公表された。UFの有用性を認める意見があ
る一方で，利用統計についての改ざんの恐れ，
COUNTER準拠の利用統計が限られている，冊
子体による利用がまだ著しくそれが反映されてい
ない等の指摘もあった。
4.5. SUSHI???
COUNTER準拠統計の提供によって電子情報
資源の利用統計の標準化が進んだが，ユーザであ
る図書館はベンダーのサイトから個別に利用統計
を取得しなければならず，その処理に膨大な労力
と時間を要している。これを解決するために
NISOが電子情報資源の利用統計の自動統計を容
易にする新しいプロトコルSUSHI（Standard-
ized Usage Statistics Harvesting Initiative）を
開発し，2006年9月に草案が公表された。
COUNTERはこのプロジェクトに参加してい
る。SUSHIの詳細については，同じ号に掲載さ
れている伊藤論文（p.270～276）に譲りたい。
上記のほかに，電子ジャーナルのバックファイ
ル（アーカイブ）の利用統計の別途報告（雑誌レ
ポート1aの提供），機関リポジトリ（IR）のコ
ンテンツの利用データ，準拠ベンダーの増加，出
版年などによる利用データの細分，コンソーシア
ムの利用統計レポートの改善が懸案事項として挙
げられている??。
お わ り に
COUNTERはデータベース，電子ジャーナル
および電子ブック等の電子情報資源の利用統計の
提供に新たな紀元を打ち立てた。COUNTER出
現以前と以後をBC（Before COUNTER)，AC
（After COUNTER）とそれぞれ称することもで
きよう。しかしながら，電子情報資源の利用
（usage）と電子情報資源の利用統計（usage
 
statistics）は同じではない。利用統計はあくま
でも部分的なものであり，状況に応じて利用され
なければならない。
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